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【目的】糖尿病は 現在 生活習慣病として社会問題となっている疾患であり、腎

臓や循環器系また神経系等に様々な機能障害を引き起こす。一方 演者らは 今ま

で心臓集積性放射性薬剤（標識脂肪酸、標識糖 等）を用い, 様々な状態の心機能

を 動物実験（集積性経時変化実験 等）により検討してきたが、今回“糖尿病発

症に伴う腎/心機能の変化”に着目し, それら臓器の機能変化を評価する目的で、

開発してきた“心機能評価 手法”を糖尿病疾患に適用することにより糖尿病発

症に伴う腎臓の機能変化を心臓の機能変化と対比させることにより検討した。

【方法】用いた動物は、非糖尿病マウス群 2 種：[C57 系マウス(C57 系マウス)、

14-3-3 ドミナントネガテブトランスジェニックマウス(14-3-3 系マウス)]および

糖尿病モデル作成マウス群 2 種：[C57 系マウス DM、14-3-3 系マウス DM]である。

また 2 種の標識薬剤（標識脂肪酸：[I-131]9MPA、標識糖：[C-14]2DG）を用い集

積性経時変化実験を行なった。実験操作は 1) [I-131]9MPA および [C-14]2DG を

静注（同時投与） 2) 一定時間経過後 屠殺, 腎臓/心臓を摘出 3) 摘出臓器の放

射能計測（[I-131]と[C-14]とを分離計測）および重量を計測, 集積率を算出。 

【結果・考察】14-3-3 系では、腎臓脂肪酸集積性が減少するとそれに伴い心臓脂

肪酸集積性が減少する傾向が見られ、一方 腎臓糖集積性では, 集積性の減少に

伴い心臓糖集積性が増加する傾向が見られた。この結果から, 糖尿病に伴い腎機

能および心機能に変化が見られ、その両機能の変化の間には一定の関連性がある

ことが示唆された。また C57 系では、腎臓脂肪酸集積性が減少するとそれに伴い

心臓脂肪酸集積性が減少する傾向のみが若干見られる程度であり、このことから, 

14-3-3 は心臓脂肪酸代謝に重要であることが示唆された。 


